
県内の感染状況を踏まえ、専門家の意見も伺い、総合的に判断した結果、熊本県リス

クレベルは、レベル２とします。

指標 時点・期間 数値

最大確保病床使用率(使用数) ４月１３日(水) 26.5％（220名）

新規感染者数 ４月７日(木)～４月１３日(水) 4,586名

前回（４月８日発表） 今回（４月１５日発表）

レベル２
なお、感染状況は緩やかな増加傾向にある。

レベル２
なお、感染状況は増加傾向にある。
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令和４年（２０２２年）４月１５日

２ 熊本県リスクレベルについて

新型コロナウイルス感染症対策に係る
熊本県リスクレベルについて

【概要】

１ 県内の感染状況

３ 県民の皆様へのお願い

本県においては、まん延防止等重点措置の終了以降、特に20代での感染増加が見られて

いましたが、横ばいへと推移しました。現在は10代での感染増加が目立ち、その親世代へ

の波及等で感染者が増加しています。春休みも終わったことから、学校での感染拡大には

注意が必要です。

県民の皆様におかれては、基本的な感染防止対策を徹底するとともに、歓迎会などこれ

まで一緒にいなかった人との交流等においては、事前に検査を受けるなど、特に注意して

いただくようお願いします。また、希望する方は３回目のワクチン接種を可能な限り早く

受けていただくようお願いします。



熊本県における新型コロナウイルス感染症に関する概況
【令和４年（２０２２年）４月１５日】

１ 熊本県における現状認識

熊本県新型コロナウイルス感染症対策本部事務局

前回（４／８発表） 今回（４／１５発表）

レベル２
なお、感染状況は緩やかな増加傾向にある。

レベル２
なお、感染状況は増加傾向にある。
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[熊本県リスクレベル］

【目的】感染者数が増加に転じるタイミングを早期に捉え、警戒を発する基準を設定することで、感染拡大防止に向けた対策の徹底や
県民への早期の警戒を呼び掛ける。

※あくまでも目安であり、現状がどのレベルに位置付けられるか、また、具体的な対策は、本県あるいは全国の感染状況及びその傾向
（拡大・縮小）を踏まえ、実施する地域やその内容も含め、総合的に判断する。

(注2)感染状況や、重症病床使用率、変異株の流行状況によっては、基準によらない判断を行うことがある。

(注1)病床基準と新規感染者基準を踏まえ、感染拡大傾向や他県の状況を鑑み、総合的にレベル判断を行う。

(※2)最大確保病床使用率(３/２１時点：830床に対する入院者数)

(※3)週の感染者数/人口10万人(本県人口換算)。人口は令和２年国勢調査の数値

(※1)ワクチン・検査パッケージ制度適用等による緩和対象

レベル 該当する状況
本県の基準

本県で想定する対策例
病床基準※2 新規感染者基準※3

レベル４
避けたい
レベル

一般医療を
大きく制限しても

対応困難

80%
(664人)

―
・国への災害医療的な対応依頼
・積極的疫学調査の重点化 等

レベル３
対策強化
レベル

一般医療の
制限が必要

40％
(332人)

50人
(869人)

・ワクチン・検査パッケージ制度適用の停止

・【緊急事態措置】の対策
-飲食店等の人数制限要請※1、休業・時短要請
-イベントの人数制限要請※1

-県外移動は極力控える呼びかけ※1 等

・【まん延防止等重点措置】の対策
-飲食店等の人数制限要請※1、時短要請
-イベントの人数制限要請※1

-県外移動は極力控える呼びかけ※1 等

レベル２
警戒強化
レベル

感染増加傾向が見ら
れているが、病床数
を増やすことで対応

できている状態

15%
(125人)

10人
(174人)

・飲食店を起因として県内の感染が拡大する場合、認証店以外の飲食店の時短要請※4、
国へのまん延防止等重点措置要請

・国とまん延防止等重点措置要請の協議開始
・感染状況に応じ、感染不安を感じる無症状者への検査受検要請を検討
・飲食店等の人数制限要請※1

・感染リスクが高い場所への外出・移動の自粛要請
・感染リスクの高い行動回避の呼びかけ
・段階的な病床の確保 等

レベル１
維持すべき
レベル

一般医療が
確保

―
1人
(17人) ・基本的感染防止対策徹底の要請

・イベントの感染防止対策徹底等の要請
・緊急事態宣言・まん延防止等重点措置地域への移動を控える呼びかけ※1 等レベル０

感染ゼロ
新規感染者
ゼロを維持

県内で継続的な感染が起こってい
ない状況

(※4)自主的に時短に協力した認証店には協力金を支払う

全国的に感染者が多い状況が継続しており、特に地方部では増加傾向が著しい。若い世代

を中心にした感染拡大について、50代以上の世代への波及が見られており、高齢者の感染者

数に注視が必要である。また、感染性の高いBA.2系統への置き換わりも進んでいることから

（国立感染症研究所の推定では、国内の全陽性者の７割程度）、増加傾向は継続することを

見込む必要がある。

本県の４月１３日時点の入院者数は220人（最大確保病床に対する使用率：26.5％）、

４月７日から４月１３日までの新規感染者数は4,586人である。現状から、本県のリスクレ

ベルはレベル２とする。

本県において、まん延防止等重点措置の終了以降、特に20代での感染増加が見られていた

が、横ばいへと推移した。現在は10代での感染増加が目立ち、その親世代への波及等で感染

者が増加している。春休みも終わったことから、学校での感染拡大には注意が必要である。

県民の皆様におかれては、基本的な感染防止対策を徹底するとともに、歓迎会などこれま

で一緒にいなかった人との交流等においては、事前に検査を受けるなど、特に注意していた

だくようお願いする。また、希望する方は３回目のワクチン接種を可能な限り早く受けてい

ただくようお願いする。
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２ 熊本県・熊本市新型コロナウイルス感染症対策専門家会議座長コメント
（４月１４日現在）

〇 熊本県の４月１３日時点の入院者数は220人（最大確保病床に対する使用率：

26.5％）、４月７日から４月１３日までの新規感染者数は4,586人である。したがって、

県リスクレベルはレベル２とすることが妥当である。

〇 全国的に感染者の増加傾向が継続しているが、これまでの状況と異なり、大都市部に

おいては爆発的な拡大には至っていない。一方、これまで感染の少なかった地方部にお

いて、これまでで最大の感染者数が見られている都道府県が散見される。

〇 この現象について、厚生労働省のアドバイザリーボードは、感染が拡大した都市部に

おいて、感染による免疫獲得者が増加したことを理由の一つとして挙げている。ワクチ

ン接種者も免疫は獲得しているが、都市部においては自然感染による免疫者が多いこと

から、感染の勢いが伸びていないことが示唆される。

〇 熊本県においても、感染の増加傾向は明瞭だが、その勢いは一定程度に抑えられてい

る。高齢者への３回目ワクチン接種が進んだことから、入院率も低く抑えられているた

め、この状況から悪化しないならば、当面の間は現在の医療提供体制での受け止めが可

能である。

〇 まん延防止等重点措置の終了後、一時的に２０代での感染が大きく増加したが、横ば

いへと推移している。飲食店での感染者も増加していないことから、県民の皆様の行動

が感染抑制に働いていることが示唆される。現在のように感染拡大と縮小の要因が拮抗

している場合、特に基本的な感染防止対策の有効性が高まると考えられる。

〇 また、世界ではオミクロン株の新たな系統が出現しており、XE系統などはBA.2系統よ

りも高い感染性を有すると示唆されている。今後も、ウイルスの変異による感染性の増

加や免疫の逃避は続くと考えられるため、感染の拡大は何度も起こりうる。そうした中

でも慌てずに、死者数を減らし、可能な限り経済を回し続ける視点も必要となる。

〇 したがって、先週コメントしたとおり、ワクチン接種・検査受検・基本的な感染防止

対策を組み合わせることが重要である。ゴールデンウィークで感染者が増加した場合、

懸念している爆発的な拡大につながりかねない。まずは今のうちにワクチン接種を受け、

旅行や会食を計画している場合は検査も予約しておくなど、各個人がリスクを下げる行

動を習慣としていただきたい。

〇 行政には、より死者数を減らすための体制構築を進めてほしい。感染者数が高止まり

する中でも持続可能な保健所の体制構築や、高齢者施設など入院リスクが高い方が入所

する施設への対応方針を確立することが重要である。
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週新規感染者数 536 3,204 5,230 7,088 5,774 5,305 4,425 3,944 4,450 4,231 2,589 2,883 3,743 4,586

10万人あたり 30.8 184.3 300.9 407.8 332.2 305.2 254.6 226.9 256.0 243.4 148.9 165.9 215.3 263.8

入院者数 106 269 403 523 521 482 422 391 326 305 215 157 159 220

【医療提供体制、感染状況に関する参考指標】

【保健所ごとの感染例の確認状況】

※1 各保健所管内の人口は、国政調査(2020年10月1日現在)に基づく

人口10万人あたり
新規感染者数（人）

保健所名
4/7～4/13

新規感染者数 人口10万人※1あたり

熊本市保健所 2,199 297.6
有明保健所 341 221.6
山鹿保健所 135 275.4
菊池保健所 506 271.0
阿蘇保健所 136 231.7
御船保健所 214 261.0
宇城保健所 325 316.9
八代保健所 466 347.3
水俣保健所 40 92.0
人吉保健所 84 103.1
天草保健所 140 130.3

【熊本県における新型コロナウイルス感染者発生状況（1/6~4/13）：公表日ベース】

新規感染者数 入院者数
新

規
感

染
者

数

時点

医療負荷の参考指標 感染状況の参考指標

重症病床
使用率

(最大確保病床)

療養者数 入院率
※１

重症者数 中等症者数
必要病床数予測※2

検査陽性率
※3

感染経路
不明割合※4 新規感染者数

今週／前週比
1週間後 2週間後 3週間後

4月13日 5.9% 6,129人 4% 4人 62人 30 101 509 32.2％ 38.2% 1.2

4月6日 8.8% 5,819人 3% 6人 48人 215 348 478 31.0% 43.7% 1.3

3月30日 8.8% 5,035人 3% 6人 44人 170 225 262 25.2% 37.1% 1.1

3月23日 11.8% 4,469人 5% 8人 69人 206 166 111 23.9% 33.3% 0.6

3月16日 19.1% 6,590人 5% 13人 102人 337 362 359 27.5% 31.4% 1.0

3月9日 13.2％ 6,000人 5% 9人 132人 410 480 552 27.7% 33.2% 1.1

3月2日 16.2% 7,424人 5% 11人 173人 486 461 425 27.0% 34.3% 0.9

2月23日 20.6% 8,742人 5% 14人 177人 522 502 451 30.1％ 27.8％ 0.8

※1 療養者数が人口10万人あたり10人以上（174人）の場合に適用
※2 新型コロナウイルスの感染拡大状況とワクチン接種状況に応じた医療需要の予測ツール（国立感染症研究所）の短期予測を用い、本県のデータを用い算出

(感染が急激に増加する場合は、誤差が非常に大きくなるため、ツール制作者が認める範囲内でパラメータを調整する場合がある)
4月13日時点からワクチン３回目接種の効果を加味。

※3 新規感染者数（公表日ベース）及び県内の全検査数の1週間合計より算出
※4 調査が完了した3,675名の調査結果から算出したもの。調査が完了していない事例（リンクが判定されていない）911名分は分母に含まれない。

入
院

者
数

300以上

200以上300未満

100以上200未満

50以上100未満

25以上50未満

15以上25未満

10以上15未満

5以上10未満

5未満

1/7-1/11

レベル2

1/12-1/20

3

1/21-1/26

レベル1

1/27-2/3
2/4-2/10

2/11-2/17
2/18-2/24

レベル3

2/25-3/3
3/4-3/10

3/11-3/17
3/18-3/24

レベル2

3/25-3/31
4/1-4/7

4/8-4/14



１ 基本的な感染防止対策の徹底

・「新しい生活様式」の実践をお願いします。
・マスク着用、手洗い、換気、人と人との距離の確保等の感染防

止対策を徹底してください。
・帰宅直後の手洗いや入浴、発熱等の症状がある同居者と部屋を

分けるなど、家庭内における感染防止対策を徹底してください。
・厚生労働省がリリースした接触確認アプリの積極的な利用をお

願いします。

① 症状がなくとも、マスク（不織布マスクを推奨。以下同じ）着用
② こまめな手洗い・手指消毒、換気
③ 発熱時は仕事等を休み、すぐにかかりつけ医等に電話相談！

©2010 熊本県 くまモン

３ 県民の皆様へのお願い（４月１５日発表）

熊本県リスクレベルは、レベル２です。また、感染状況は増加傾向にあります。

２ 検査受検

わずかでも発熱などの症状がある方

症状はないが、感染に不安を感じる方

外出せず、すぐにかかりつけ医等の医療機関又は発熱者専用ダイヤルに
電話相談し、受診してください。

県の登録を受けた検査機関等において無料検査が受けられる（熊本県民に
限る）ため、検査を受けてください。なお、無料検査は５月８日まで 期
限を延長しています。

３ 移動・外出

・帰省や旅行等、都道府県をまたぐ移動は、「３つの密」の回避を含め基本的
な感染防止策を徹底してください。

・マスク着用等の感染防止対策を徹底してください。
・感染リスクの高い「3つの密」のある場所への外出は自粛してください。

【移動】

【外出】

無料検査について

発熱等がある場合

４
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５ 飲食店事業者の皆様への要請

・県が示した業種別の「感染防止対策チェッ
クリスト」、国が取りまとめている感染拡
大予防ガイドラインにより、十分感染防止
活動を行い、それが県民に分かるよう、ス
テッカー等を掲示してください。

・同一グループの同一テーブル使用は４人以内
としてください※。

【感染対策】

・感染防止対策が徹底されている「熊本県飲
食店感染防止対策認証制度」をご活用くだ
さい

【認証制度】

認証制度チェックリスト

※…認証店における会食を除く。

６ イベント開催
・県の「イベントの開催制限について」を参考とし、感染防止対策を徹底してください。
・参加人数は、下記の【人数上限】、【収容率】のいずれか小さい方に制限してください。
・感染防止安全計画を策定するイベントについては、イベント開催日の２週間前までを目途に県

に感染防止安全計画を提出してください（大声なしの担保が必要）。
・感染防止安全計画を策定しないイベントでは、感染防止策チェックリストを作成し、

主催者等のHP、SNSなどで公表し、イベント後１年間保存してください。

詳細は熊本県HP「イベントの開催制限について」を御確認ください。

感染防止安全計画の
策定あり

その他
（感染防止安全計画を策定しない）

人数上限 収容定員まで 5,000人又は収容定員50％のいずれか大きい方

収容率 100％ 大声なし：100％、大声あり：50％

「大声」：通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること。「大声あり」：「大声」を積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントが該当

４ 会食はリスク大！特に注意しましょう

・会食は、宅飲みを含み、感染リスクを最小化するために、下記に
留意して実施してください。

・県内全域で、深夜遅くまでの飲酒や会合など、感染拡大につながる
行動を控えてください。

・感染防止対策が講じられていない飲食店は、利用しないようお願い
します。

①「会食時の感染リスクを下げる
４つのステップ」を遵守して

② なるべく普段から一緒にいる人と
③ 人数を絞って

４つのステップ

・宴会等はなるべく普段から一緒にいる人と行うとともに、
歓迎会や新歓コンパ等の普段一緒にいない人との会食は特に注意してください。

・飲食店を利用する場合、同一グループの同一テーブル
使用は４人以内としてください※。 ※…認証店における会食を除く。

(注)認証店：「熊本県飲食店感染防止対策認証制度」の認証を受けた店舗

イベントの開催
制限について



６

７ その他

・業種別ガイドラインの遵守
・テレワークの推進等により出勤者削減(可能な範囲で目標を設定)への取組み
・職場における感染防止のための取組み（手洗いや手指消毒、換気励行、テレ

ビ会議の活用、昼休みの時差取得等）の徹底

事 業 者

学 校

・文部科学省の「衛生管理マニュアル」に基づく感染防止対策の徹底
・春休み明け始業時の感染防止対策の徹底を依頼
・部活動において感染防止対策を徹底した上での活動を依頼
・小学校の教職員に対する集中的検査の実施

保育所等

・保育所等における感染防止のための取組み（職員のマスク着用、手洗いや手
指消毒、換気励行等）の徹底

・感染状況等に応じて臨時休園等の判断を速やかに行うよう市町村へ依頼
・保育所の保育士等に対する集中的検査の実施
・市町村の代替保育の実施を支援

高 齢 者
施 設 等

・従事者にわずかでも症状がある場合、確実に仕事を休ませる体制の構築
・オンライン研修等による、感染防止対策の実施
・高齢者・障がい者等の施設の従事者に対する集中的検査の実施

そ の 他
・保育所の保育士、小学校の教職員、高齢者施設等の従事者等が濃厚接触者に

なった場合に早く職場に復帰できるよう検査の実施を支援

残念ながら、感染者やその御家族、医療従事者の方々の中に、差別を受け、苦しんでいる方が
おられます。新型コロナウイルス感染症には、誰もがどこでも感染する可能性があります。感染
された方やその御家族、職場関係の方々に責任はありません。不当な扱いや嫌がらせ、誹謗・中
傷などは絶対にないよう、お願いします。

県民の皆様へのメッセージ



熊本市の状況と対策

熊本市の新規感染者数は、若者を中心とした増加傾向にありましたが、今週は

10歳未満が増加に転じるなど、全ての年代で増加しています。

病床使用率も高まっており、重症化しやすい高齢者をはじめ、今後の推移を注視

する必要があります。

来県者及び夜間の人流は依然として高い水準にあり、酒類提供飲食店や会食での

感染も発生していることから、感染の再拡大を抑えるためにも、引き続き、感染防止

対策を徹底することが必要です。

【対策】

✓ワクチン接種の着実な実施（追加接種・小児接種等）

✓保育所等・小学校・高齢者施設等の従事者に対する集中的検査 及び 同従事者が濃厚接触者に

なった場合の待機を早期に解除するための検査の支援

✓保育所等や学習活動、部活動、児童育成クラブ等における感染防止対策の徹底

✓熊本シティFM・街中モニターを活用した感染予防策に関する広報啓発活動の実施

✓さらなる病床確保に努めるとともに、医療機関と連携し、感染者が発生した高齢者施設等を訪問。

感染者の診察や感染状況の把握・評価、感染拡大防止の支援を実施（人員・物品・ゾーニング等）

７

【熊本市からの要請】

・熊本市から熊本市民の皆様への要請は次のとおりです。

✓家庭での感染防止対策を徹底してください。

特に、子ども及び高齢者への感染防止対策を徹底してください。

✓基本的な感染防止対策を徹底してください。(手洗い・うがい・手指消毒・換気・マスク着用)

✓宴会等はなるべく普段から一緒にいる人と行うとともに、歓迎会や新歓コンパ等の普段一緒に

いない人との会食は特に注意してください。

✓「熊本県飲食店感染防止対策認証制度」を活用してください。

✓職場において、業種別ガイドライン等を参考に、感染防止対策の徹底を再度確認してください。

また、テレワークや時差出勤等に協力してください。

✓症状は無いが、感染に不安を感じる方（熊本県民に限る）については、熊本県が実施している

無料PCR等検査を受検していただくようお願いいたします。


